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令
和
５
年
度
の
地
域
連
絡
協
議
会
は
、
昨
年
の
８
月
１
４
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
台
風
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
。
来
年
の
世
界
遺
産
登
録
２
０
周
年

を
迎
え
て
今
年
度
中
の
開
催
を
必
須
と
し
て
い
た
よ
う
で
、
年
度
末
近
く
に
な

っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

金
峯
山
寺
蔵
王
堂 

 
 

吉
野
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

協
議
会
会
場 

例
年
通
り
吉
野
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
会
場
で
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
は
出
席

者
全
員
が
揃
っ
た
。
今
年
は
金
峯
山
寺
の
五
條
官
長
が
出
張
の
た
め
欠
席
、
講

演
も
な
く
実
務
的
な
会
合
に
な
っ
た
。
国
道
１
６
９
号
通
行
止
め
の
影
響
か
下

北
山
村
、
青
岸
渡
寺
な
ど
が
欠
席
だ
っ
た
。 

開
始
前
、
環
境
省
の
国
立
公
園
管
理
官
、
鵜
飼
さ
ん
か
ら
「
奥
駈
道
北
部
で
整

備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
山
足
鳥
と
言
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
山
彦
の
活
動
に
も

参
加
を
検
討
し
て
い
る
」
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

開
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環
境
省
鵜
飼
管
理
官 

 
 
 

喜
蔵
院
中
井
住
職 

 

奈
良
県
か
ら
２
０
周
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
各
市
町

村
、
寺
院
な
ど
か
ら
の
報
告
と
希
望
が
述
べ
ら
れ
、
情
報
交
換
に
移
っ
た
。 

大
峯
山
護
持
院
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
２
０
周
年
の
行
事
と
し
て
戸
開
期
間
中

に
各
護
持
院
が
大
峯
山
寺
に
登
っ
て
護
摩
供
な
ど
の
法
要
を
行
う
そ
う
だ
。 

奈
良
県
の
景
観
・
自
然
環
境
課
か
ら
「
昨
年
、
行
者
還
岳
付
近
の
破
損
し
た
ハ

シ
ゴ
を
修
理
し
た
。
今
年
は
七
曜
岳
付
近
の
ハ
シ
ゴ
を
修
理
予
定
だ
が
架
け
替

え
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
資
材
が
多
く
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
荷
揚
げ
が
必
要
で

予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
」
と
説
明
が
あ
り
、
「
工
事
の
際
に
全
面
通
行
止
め

が
で
き
る
の
か
」
の
問
い
か
け
に
全
員
が
反
対
し
た
。 

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
の
現
状
に
つ
い
て
、
高
齢
化
が
進
み
今
後
の
活
動
に
不
安



が
あ
る
。
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
閉
会
後
に
喜
蔵
院
の
中
井
住
職
か
ら
「
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
ま
す
」
と
、
有
難
い
申
し
出
が
あ
っ
た
。 

現
在
は
国
道
の
通
行
止
め
で
吉
野
か
ら
下
北
山
村
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
通
行
可
能
に
な
れ
ば
何
ら
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
み
た
い
。 

（
記
；
梶
野
） 
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